
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 金  午 前 授 業 (1～ 5)     B       

謝 恩 会 (6)⑤ ⑥  

2 土   

3 日   

4 月 講 話  み ゆ き 通 り 清 掃      A  

5 火 泰明タイム・読書        A  

6 水   ６ 時 間 授 業 （ 5･6）     B  
走 り 方 教 室 ・ 東 京 ミ ニ マ ラ ソ ン                

7 木  ６ 年 生 を 送 る 会       B  

お 別 れ 給 食  地 域 巡 回 指 導  

8 金 感 謝 の式  

（石 川 先 生 ）  

保 護 者 会 (1～ 5)     A  

５ 時 間 授 業 (1～ 5)         

9 土  土 曜 授 業 （ ３ 時 間 授 業 ）  B 

泰 明 マ ラ ソ ン  

10  日   

11 月  ５ 時 間 授 業        B

金 管 コ ン サ ー ト       

12 火 感 謝 の式  

（林 先 生 ）  

縦 割 り 班 集 会       A  

 

13 水              B  

14 木          B  

15 金 音 楽 朝 会  一 中 節 鑑 賞 （ 5）     A  

16 土                

17 日   

18 月  卒 業 式 予 行 (5・ 6)⑤ ⑥   B 

午 前 授 業 (1～ 4)             

19 火 泰 明 読 書              A  

20 水  給 食 終  卒 業 式 準 備 (5)⑥  B 

５ 時 間 授 業 (５ 年 以 外 ) 

21 木  春 分 の 日  

22 金  卒 業 式 (5・ 6)休 業 日 (1～ 4) 

23 土   

24 日   

25 月  修 了 式           B  

26 火  春 季 休 業 日 始  

27 水   

28 木   

29 金   

30 土   

31 日   

     不磨の輝き『泰明』    
         校長 和田利次 

 

          
            

 
 

Taimei ・平成 ３１・３  

  泰明小ホームページ http://www.chuo-tky.ed.jp/taimei-es/ 

 

（ ） は 学 年 、 ○ は 実 施 す る 授 業 時 間 で す 。  

校長相談日３月１３日（水）  

９：００～１４：００  

中央区立泰明小学校 第３４１号 
中央区銀座五丁目１－１３ 
Tel   ０３(３５７１)１７６５  
Fax    ０３(３５７１)０６７２  

３月のカレンダー  こ の マ ー ク は セ カ ン ド バ ッ グ 登 校 日 で す 。  

 河 津 桜 が き れ い な 花 を 咲 か せ て く れ ま し
た 。 季 節 の 移 ろ い は 、 心 を 和 ま せ て く れ る と
と も に 、 過 ぎ ゆ く 時 間 へ の 惜 別 の 情 を 湧 か せ
る も の だと つ くづ く感 じ て いま す 。  

桜 の 季 節は 、 出会 いと お 別 れの 季 節で す。
も う 何 十年 も 繰り 返し て き たこ と です が 、 こ
の 時 節 に特 別 な心 持ち に な るの は 、何 年た っ
て も 変 わり ま せん 。人 は 出 会い と 別れ を 繰 り
返 し て いく も ので すが 、 季 節が 自 然の 摂理 の
よ う に その 一 齣を 運ん で く る こ と が、 何と な
く 儚 さ を感 じ させ ます 。 子 ども 達 との 時間 の
楽 し さ も苦 々 しさ も、 留 別 の言 葉 のよ うに 心
に 残 る もの で す。 この 生 業 の性 で しょ うか 。  

さ て 、 私が 初 めて 卒業 生 を 送り 出 した のは
新 採 ２ 年目 、 それ も単 年 度 の担 任 でし た。 学
級 経 営 も学 習 指導 も拙 く 、 辛い １ 年間 でし た
が 、 卒 業式 の 日に やっ と 心 が 通 い 合え た瞬 間
が 訪 れ たと い う 、 自分 で 言 うの も 恥ず かし い
の で す が、 劇 的な 日と な り まし た 。そ れだ け
に 、 送 り出 し てか らの 喪 失 感、 悔 悟感 はた い
へ ん な もの で した 。 反 省 会 の席 に なっ ても い
つ ま で も落 ち 込ん でい る 私 に先 輩 の先 生か ら
い た だ いた 言 葉を 今で も 覚 えて い ます 。「 会
者 定 離 、俺 た ちの 宿命 だ 。 今度 、 君と 出会 う
子 ど も 達に 君 の力 を注 げ 。 それ が 俺た ちの 仕
事 な ん だ。 」 冒頭 申し 上 げ まし た よう に 、 や
っ ぱ り 、こ の 時期 に儚 さ が 心漂 う のは 致し 方
あ り ま せん が 、あ の時 の 先 輩の 言 葉は 戒め と
し て 心 に留 め てい ます 。 驕 るな 自 分と 先輩 は
言 い た かっ た のだ と思 い ま す。 自 分は 、子 ど
も 達 の 背中 を 少し 押し た だ け で あ り、 己の 力
を 過 大 評価 す るな 、 畢 竟 、 子ど も 達は 自分 の
人 生 は 自ら の 力で 歩ん で い くも の です 。  

し か し 、私 に は、 泰明 小 学 校の 子 ども 達に
は 幾 つ にな っ ても 心に 留 め てほ し い と 切望 し
て い る こと が あり ます 。 そ れは 、 「自 分の 人
生 の 拠 り所 は 泰明 小学 校 で ある 。 」と 思い 続
け る こ とで す 。 世 に母 校 を 誇り と する 人は 数
多 お ら れま す が、 自分 ほ ど 母校 泰 明を 愛し て
い る 人 間は い ない とい う 、 心か ら の 母 校愛 を
も ち 続 けて い る 人 でい て ほ しい と 冀い ます 。  
 泰 明 小学 校 は 偉 大な 学 校 です 。 子ど も達 に
は 、 常 しえ に その 名輝 く 泰 明小 学 校 に 自分 が
存 在 し てい た こと を泰 然 自 若と 受 け止 め、 誇
り 高 く 感じ な がら 人生 を 切 り開 い て ほ しい と
願 っ て いま す 。栄 えあ る 母 校泰 明 は 不 磨の 輝
き を 保 ち、 放 つ学 校な の で す。  
 最 後 に、 銀 座の 街の 皆 様 、僭 越 なが ら、 い
つ も 泰 明小 学 校を ご贔 屓 に 、気 に かけ てく だ
さ い ま すよ う 心よ り お 願 い 申し 上 げま す 。   



も う す ぐ ２ 年 生  

第 １ 学 年 担 任  別 府  陽 子  

少 し の 不安 と 、い っぱ い の 期待 を 胸

に 、 初 めて 登 校し た ４ 月 。 あっ と いう 間

に 、 も うす ぐ １年 が 経 と う とし て いま

す 。 初 めて 出 会う こと ば か りの 毎 日で し

た が 、 みん な で力 を合 わ せ て、 た くさ ん

の こ と に挑 戦 して きた １ 年 間で し た。  

 朝 の 準備 の 仕方 や、 鉛 筆 の持 ち 方か ら学

び 始 め た１ 年 生。 学校 で の 新し い 発見 に

興 味 い っぱ い で、 きら き ら して い まし

た 。 今 では ず いぶ ん頼 も し くな り 、給 食

当 番 や 掃除 、 係の 仕事 な ど も、 す すん

で 、 て きぱ き と行 動し て い ます 。 運動 会

や 学 芸 会な ど の行 事で は 、 友達 と 協力 す

る 楽 し さや 、 あき らめ ず に 取り 組 んで 成

功 す る 喜び を 経験 しま し た 。い ろ いろ な

場 面 で 、多 く のこ とを 吸 収 し、 成 長す る

こ と が でき ま した 。  

 １ 年 生も 、 残り １ヶ 月 。 立派 な ２年 生

を 目 指 して 、 一日 一日 を 大 切に 過 ごし て

い き た いと 思 いま す。  
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お別れ給食                         

栄 養 士  米 田  麻 琴  

３ 月 ７ 日 (木 )の給 食時 間 は 、１ ～ ５年 生

の 教 室 へ６ 年 生を 招い て 一 緒に 給 食を いた

だ く 「 お別 れ 給食 会」 で す 。 下 級 生は ６年

生 の た めに ラ ンチ ョン マ ッ トを 用 意し 、各

教 室 で ６年 生 の給 食を 配 膳 して 、 ６年 生を

お も て なし し ます 。  

６ 年 生 は下 級 生に 、そ の 学 年に あ った 泰

明 小 学 校の 行 事の 話を し ま す。 昨 年ま では

送 る 側 であ っ た ６ 年生 が 、 心も 体 もす っか

り 成 長 した 姿 で、 下級 生 に 泰明 小 学校 の伝

統 を 伝 えま す 。  

当 日 の 給食 は 、人 気ナ ン バ ーワ ン メニ ュ

ー の カ レー ラ イス です 。 泰 明小 学 校の シン

ボ ル マ ーク で ある 星型 に く りぬ い た人 参を

入 れ た 「み そ らの 星入 り チ キン カ レー ライ

ス 」 を 、給 食 室が 心を 込 め て作 り ます 。 6

年 生 に とっ て は、 泰明 小 学 校の 給 食の カレ

ー ラ イ スを 食 べる 最後 の 機 会で す 。 心 に残

る よ い 給食 会 にし たい と 思 いま す 。  

 

子どもたちの一年 

                                            生活指導主任 山本 祥子  

今 年 度 は、 泰 明小 学校 開 校 140 周 年と いう こ と もあ り 、た くさ ん の 行事 や イベ ント を

経 験 し た１ 年 とな りま し た 。そ れ らを 経験 す る 中で 、 泰明 小学 校 在 校生 と して 誇り と 責

任 を も ち、 地 域・ PTA 等 た くさ ん の皆 様の 期 待 に触 れ 、自 然と 礼 儀 や身 だ しな み、 挨 拶

等 、 身 につ け るべ き様 々 な こと を 多く 学ん だ １ 年で あ った よう に 思 いま す 。  

さ て 、 ３月 に なり 校庭 改 修 が終 わ りま した 。 新 しく な った 校庭 に 元 気な 声 が戻 って き

ま す 。 ぜひ 、 この １年 間 で 学ん だ こと を生 か し 、お 互 いを 思い や っ てル ー ルを 守り 仲 よ

く 遊 べ ると よ いで す。 ４ 月 にな る と、 子ど も た ちも 進 級し ます 。 ま た１ 年 、安 全に 楽 し

く 学 校 生活 が 送れ るこ と 、 そし て 、精 一杯 の 力 を発 揮 して くれ る こ とに 期 待し てい ま

す 。 最 後に 保 護者 の皆 様 に は、 下 校時 の見 守 り や様 々 な行 事で の お 手伝 い 等、 ご協 力 い

た だ き 心よ り 感謝 申し 上 げ ます 。 あり がと う ご ざい ま した 。  

         

  

 

 

 

 

 

卒 業 を 前 に ・ ・ ・                          

                          第 ６ 学 年 担 任  三 角  康 祐  

 卒 業 まで 、 あと １ヶ 月 。 ６年 生 ５７ 名が 泰 明 小学 校 に登 校し て く るの は 、あ と１ ６ 日

と な り まし た 。こ れか ら の １ヶ 月 間に 、６ 年 生 は多 く の行 事を 経 験 して い きま す。 謝 恩

会 ・ ６ 年生 を 送る 会・ お 別 れ給 食 ・卒 業式 な ど です 。 その 他に も 、 総合 的 な学 習の 時 間

に は 「 大き な みそ らの 星 か ら小 さ なみ そら の 星 へ」 と いう 単元 で 、 各学 年 の後 輩た ち へ

の メ ッ セー ジ を発 表す る 活 動を 行 いま す。 こ の 学習 で は、 １年 生 の 頃か ら の６ 年間 を 振

り 返 り 、後 輩 たち への 心 の こも っ たメ ッセ ー ジ を残 し て、 泰明 小 学 校を 巣 立っ てほ し い

と 考 え てい ま す。  

 泰 明 小で の ６年 間。 過 ぎ てし ま えば 、あ っ と い う 間 のこ との よ う に思 わ れる 方も い ら

っ し ゃ るか と は思 いま す 。 しか し 、 当 たり 前 の こと を コツ コツ 積 み 重ね て いく こと に よ

っ て 、 大き な こと を成 し 遂 げら れ ると いう こ と をこ の 小学 校生 活 か ら感 じ てほ しい と 思

い ま す 。  

 


